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＜連絡事項＞

· 通所（新棟）建設にあたり、シンク（流し台の高さ）寸法確認し栄養・山田氏へ連絡予定。

· 15日（金）の幸房は通所からの応援勤務はなし。但し、馬渕スタッフ外出時には、その時間幸房にはいる。

· 接遇自己チェックを回収している。自身の身なりの振り返りと実践が必要。

· 通所経過連絡表提出は、15日（金）17時締め切り。

· 院内研修「医療廃棄物をテーマに」が19年1月25日に開催される。勤務の確認と出欠入力が必要。

· 本日14時30分からクリスマス実行委員会開催。時間の流れ確認と余興内容の確認。

＜外来情報＞

· 中川原　義雄様～採血の結果、炭酸リチウム値が高い。本日より内服（炭酸リチウム）が減量。

＜利用者様情報＞

· 杉澤　恵子様～本日昼過ぎに尿汚染（ズボン）が確認されている。汚染に対する早期の対応につい

て指導を実施。

· 中村　与一郎様～微熱あり、来所後も体温37、3℃で経過。吐き気や下痢便があるため青風荘で安

　　静で様子見る。

· 種本　サハ様～本日休み。下痢など体調不良のため、自宅安静。

· 其田　淑子様～イライラの様子が本日目立つ。「ドアの開け閉めは静かにしてよ、職員の誰とは言

　　わないけど」「テーブル拭いて」表情を険しく話してくる。

· 長瀬　紘一郎様～料理教室の参加については、本人は検討中。食事を始める時は一息つき、メニュ

－を確認するなど、気分をゆったりさせる事が必要と説明。

· 浜飯　政昭様～歯の痛みあると、食事が困難の様子があった。

· 田名部　一樹様～水曜午後の選択プログラム時間の使い方について確認。午前の体育館でのスポー

ツは自主活動の枠であり、田名部氏の午後の選択は運動Aであり出席が必要の事について。

· 村上　元道様～幸房での様子や日課、人との付き合い方についての面接実施。比較的に順調である。

　　　　　　　　　話の後半に「日曜日に青明舎で井畑さんに会った、付き合ってと言われたから

　　　　　　　　　断わる理由もないので、はいと言いましたよ」と淡々と話す。

　　　　　　　　　今後の付き合い方に伴う、体調の変化には密な観察とスタッフ介入が必要。

＜青山荘メンバー事例検討＞

大久保康弘様　50歳　統合失調症　19年4月青山荘退所予定　　担当・佐々木

問題点）

　時に他者に対して過干渉となる事があり、自分の意志が通らない時に一方的に勧めてしまうことがある。

対応）

　リーダー的役割を担う事も多いため評価しながらも、他者の役割まで代替することは他者のマイナスになることを具体的に伝える。

　定時的な面談で現状についての振り返りをする。

　他者に対して指示的となったり、役割を多く負担しすぎる場合は、その都度指摘する。

本人が今、考えていること）

　体力作り

　大勢の人の前では、緊張して上手く考えを伝える事が難しい

　　　　　　　　　　　↓

　・以前は将来にはデスクワークの仕事がしたいと話していたが、今は話すことがなくなってきている。

　・スタッフからは『ミーティングなどでは上手く話せてますよ』とコメントするようにはしているが、本人からは「緊張が･･･」と返してくる事が多い。←上手く、上手くと自身の中でプレッシャーをうみだしているのか？

　・以前より、本をじっくり読んでいる姿がなく、ぼんやりした姿が見られるようになっている。

　　皮細工の作業で、自分の解釈での作業が間違いを生じてしまった事があった。

　・現在はクリスマス作業で、ステンドグラスの担当で自身が描いた作品（天使）を周囲のメンバーに確認せずに、すすめてしまった。・・・周囲からは反応はない。

青山荘・長谷部GOMから）

　睡眠は決まった時間に入床し、約7時間の睡眠量である。

　忘薬はない

　◎来年の青山荘退所に向けては

　　金銭管理に重点を置いた関わりをしている。

　　　参考書を次々に購入したり、日赤病院通院時の知り合いにお金を貸す、物をあげてお金をもらう等、月の半ばには小遣い（月に2万円）がなくなってしまう状態。

　　　　　　　　　　　　　↑

　　現実的な生活作り⇒小遣い帳の記入実施、スタッフが10日に1回確認。

　　現在、生活保護申請中と障害者手帳2級・・・8万5千円/月になる予定（以前は、生保は国からの借金だからと、拒否していた）

　　→経済的な感覚が徐々に理解され、将来の自分の姿もイメージ化されている様子。

　　　（過去と今の現実が見比べられてきていると、スタッフは感じている）

　　　今後は、衣・食についても生活作りしていきたい。

　　　また、顧問医からは青風荘の意見もあるが、グループホームやケアホームも考えていくケース。

　　　就労はできないと本人も話すようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　本人の小さな変化を見逃さず、社会生活拡大に向けて介入を続けていく。

　

　

